
生
物
多
様
性
の
保
全
と
自
然
再
生
～
企
業
の
多
様
な
関
わ
り
方

Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
生
物
多
様
性
へ
の
取
り
組
み

東
京
大
学
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授
鷲
谷
い
づ
み
氏

ＮＥＣ環境推進部エキスパート稲垣孝一氏

自
然
再
生
の
し
く
み
科
学
的
検
証
が
重
要

新
価
値
創
造
事
業
に
生
態
系
配
慮
の
視
点

事業戦略との連携模索
　
日
刊
工
業
新
聞
社
が
主
宰
す
る
「
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ

ム

」

茅
陽
一
座
長

地
球
環
境
産
業
技
術
研
究
機
構

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

理
事
長

は

月

日
、
２
０
１
４
年
度

の
第
２
回
事
例
研
究
会
を
開
い
た
。
総
合
テ
ー
マ
は
「
生

物
多
様
性
の
保
全
と
再
生
」
。
東
京
大
学
の
鷲
谷
い
づ
み

教
授
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
東
芝
の
生
物
多
様
性
推
進
担
当
者
が
講

演
し
た
。
国
連
の
生
物
多
様
性
条
約
第

回
締
約
国
会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

が
開
催
中
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
活
発
に

意
見
交
換
。
「
本
業
で
保
全
に
貢
献
し
た
い
が
、
ま
だ
市

場
が
な
い
」
と
い
っ
た
課
題
も
共
有
し
た
。

グリーンフォーラム２１事例研究会
■
　保
全
生
態
学

　
私
は
「
保
全
生
態
学
」
と
い

う
分
野
で
生
物
多
様
性
の
保
全

か
ら
自
然
再
生
に
関
わ
る
生
態

学
の
基
礎
と
応
用
、
政
策
ま
で

研
究
し
て
い
る
。

　
１
９
９
０
年
代
か
ら
生
態
系

と
生
物
多
様
性
に
関
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
評
価
が
出
て
い
る
。
有

名
な
の
が
「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・

フ
ッ
ト
・
プ
リ
ン
ト
」
。
地
球

の
表
面
積
と
私
た
ち
の
活
動
を

面
積
で
比
較
す
る
指
標
で
、
人

類
の
活
動
は
地
球
を

―

％

超
過
し
て
い
る
。
世
界
中
の
人

が
北
米
と
同
じ
生
活
を
す
る
と

地
球
が
６
個
ぐ
ら
い
必
要
に
な

る
。

　

年
に
ヨ
ハ
ン
・
ロ
ッ
ク
ス

ト
ロ
ー
ム
ら
欧
米
の
研
究
者
は

論
文
「
地
球
の
限
界
」
を
発
表

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
客
観
的
根

拠
か
ら
限
界
を
評
価
し
て
お

り
、
す
で
に
気
候
変
動

温
暖

化

、
窒
素
循
環
、
生
物
多
様

性
の
損
失
が
地
球
の
限
界
を
超

え
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　
窒
素
循
環
の
限
界
と
は
、
肥

料
製
造
の
た
め
に
生
物
が
利
用

で
き
る
窒
素
が
増
え
続
け
て
水

域
の
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す

富
栄
養
化
の
問
題
が
起
き
て
い

る
こ
と
を
指
す
。
生
物
多
様
性

は
す
べ
て
の
環
境
劣
化
の
影
響

を
受
け
る
の
で
損
失
が
大
き

い
。
絶
滅
率
と
い
う
指
標
で

は
、
現
在
、
地
球
上
の
歴
史
で

標
準
と
さ
れ
る
値
の
１
０
０
０

倍
に
な
っ
て
お
り
、
大
量
絶
滅

時
代
に
入
っ
て
い
る
。

■
　生
物
模
倣
技
術

　
地
球
の
生
命
は

億
年
の
歴

史
を
積
み
重
ね
、
そ
の
時
々
の

環
境
や
場
所
の
違
い
に
適
応
し

て
進
化
し
て
き
た
。
こ
の
適
応

進
化
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
刻
ま
れ
て
お

り
、
生
物
は
適
応
し
た
形
、
生

理
、
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
情
報
は
人
類
に
と
っ
て

利
用
価
値
が
大
き
い
だ
け
に
、

生
物
多
様
性
の
損
失
に
よ
っ
て

消
え
て
し
ま
う
こ
と
が
最
も
問

題
だ
ろ
う
。

　
生
物
の
機
能
を
採
り
入
れ
た

生
物
模
倣
技
術
の
事
例
は
多

い
。
ド
イ
ツ
の
オ
ッ
ト
ー
・
リ

リ
エ
ン
タ
ー
ル
は
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
飛
ぶ
姿
を
見
て
グ
ラ
イ
ダ
ー

を
発
明
し
た
。
新
幹
線
の
騒
音

を
抑
え
る
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
の
微

細
構
造
は
、
フ
ク
ロ
ウ
の
羽
の

空
気
の
渦
を
あ
ま
り
大
き
く
し

な
い
微
細
構
造
に
ヒ
ン
ト
を
得

て
つ
く
ら
れ
た
。

　
ま
た
最
近
、
生
物
多
様
性
の

重
要
性
は
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
と

い
う
言
葉
で
説
明
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
生
態
系
サ
ー
ビ
ス

に
は
、
食
糧
、
燃
料
、
薬
な
ど

の
我
々
に
資
源
を
供
給
し
て
く

れ
る
サ
ー
ビ
ス
、
水
の
浄
化
な

ど
の
調
節
的
サ
ー
ビ
ス
、
精
神

的
な
充
足
を
与
え
て
く
れ
る
文

化
的
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
生
態

系
の
働
き
全
体
が
健
全
で
あ
っ

て
こ
そ
人
間
が
利
用
で
き
る
。

生
物
多
様
性
の
自
然
再
生
へ
の

取
り
組
み
は
、
対
象
が
多
様
で

複
雑
な
ケ
ー
ス
が
多
く
、
不
確

実
性
が
高
い
。
行
動
と
結
果
を

科
学
的
に
検
証
す
る
こ
と
が
重

要
に
な
る
。

■
　
協
議
会
が
活
動

　
日
本
で
は
自
然
再
生
推
進
法

の
下
、
多
様
な
主
体
が
参
加
す

る

の
協
議
会
が
活
動
し
て
い

る
。
例
え
ば
久
保
川
イ
ー
ハ
ー

ト
ー
ブ
自
然
再
生
協
議
会
は
寺

院
が
中
心
と
な
り
、
行
政
か
ら

岩
手
県
一
関
市
、
環
境
省
が
関

わ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
協
議
会
の
活
動
は
民
間

か
ら
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
で
、

低
木
を
墓
標
と
し
た
「
樹
木

葬
」
と
い
う
新
し
い
埋
葬
法
に

よ
る
里
山
の
自
然
再
生
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
少
し
荒
れ
た
土

地
を
森
林
や
湿
地
に
戻
し
な
が

ら
、
そ
の
自
然
に
よ
く
な
じ
ん

だ
墓
地
に
す
る
。
墓
地
は
不

足
し
て
お
り
、
経
済
的
に
も
成

り
立
つ
。
墓
地
の
契
約
者
も
自

然
再
生
事
業
に
参
加
で
き
る
。

　
企
業
に
と
っ
て
も
多
様
な
主

体
が
協
働
す
る
活
動
へ
の
参
加

に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思

う
。
協
働
の
活
動
は
社
会
的
価

値
が
認
め
ら
れ
た
取
り
組
み
の

た
め
、
善
意
が
無
駄
に
な
ら
な

い
。
自
然
再
生
の
活
動
は
自
然

の
中
で
皆
で
身
体
を
動
か
す
こ

と
が
多
い
の
で
、
心
と
身
体
の

健
康
に
も
良
い
。
ま
ず
侵
略
的

外
来
種
の
駆
除
か
ら
始
め
て
み

る
の
が
良
い
だ
ろ
う
。

■
　影
響
　再
認
識

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
２
０
１
０
年
に

「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
環
境
経
営

行
動
計
画
２
０
１
７
／
２
０
３

０
」
を
策
定
し
た
。

年
度
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
前
計
画
で

は
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排

出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
目
標

だ
っ
た
が
、
Ｃ
Ｏ
２
だ
け
で
は

な
く
、
「
生
態
系
・
生
物
多
様

性
」
と
「
資
源
循
環
・
省
資

源
」
の
視
点
も
加
え
て
総
合
的

な
環
境
目
標
を
目
指
し
た
。

　
当
社
の
事
業
活
動
と
生
物
多

様
性
と
の
関
連
性
を
調
べ
る
こ

と
か
ら
始
め
た
。
資
源
調
達
段

階
か
ら
廃
棄
段
階
ま
で
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
通
じ
、

地
球
温
暖
化
だ
け
で
は
な
く
、

生
態
系
に
も
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。
本
社

や
事
業
所
の
土
地
利
用
も
生
物

多
様
性
と
関
連
し
て
い
る
。
ま

た
製
品
は
設
計
段
階
で
生
態
系

へ
の
影
響
の
大
き
さ
も
決
ま

る
。
設
計
段
階
か
ら
生
態
系
に

配
慮
す
る
視
点
を
入
れ
る
必
要

が
あ
る
。

■
　従
業
員
の
理
解

　
実
際
の
活
動
は
二
つ
に
重
点

を
置
い
て
い
る
。
ま
ず
従
業
員

の
理
解
を
深
め
、
生
物
多
様
性

に
配
慮
し
た
行
動
を
促
し
て
い

る
。
グ
ル
ー
プ
全
体
で
社
会
貢

献
活
動
を
推
進
し
て
お
り
、
年

間
延
べ
約

万
人
が
何
ら
か
の

活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

年

度
は
植
林
や
植
樹
な
ど
生
物
多

様
性
保
全
に
つ
な
が
る
活
動
に

８
４
１
７
人
が
参
加
し
た
。

　
従
業
員
が
休
耕
田
を
復
田

し
、
田
植
え
な
ど
の
自
然
体
験

を
行
う
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
田
ん
ぼ
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
復

田
前
後
の
生
き
物
の
変
化
を
定

量
的
に
評
価
し
て
い
る
が
、
復

田
で
生
き
物
が
増
え
て
生
態
系

が
豊
か
に
な
っ
て
い
る
。
生
物

多
様
性
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
、
東
京
・
三
田
の
本
社

で
自
然
観
察
会
も
開
い
た
。
敷

地
内
に
は
数
百
本
の
樹
木
が
あ

る
。
有
識
者
の
説
明
で
、
野
鳥

の
エ
サ
と
な
る
実
が
な
る
木

を
、
実
が
つ
く
前
に
剪
定
し
て

せ
ん
て
い

い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
運
用
を

見
直
し
た
。
準
絶
滅
危
惧
種
が

生
え
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
、

保
護
を
始
め
た
。

■
　事
業
通
じ
貢
献

　
も
う
一
つ
重
要
な
の
が
事
業

を
通
じ
た
貢
献
だ
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の

事
業
は
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

で
世
の
中
を
良
く
す
る
こ
と
で

あ
り
、
Ｉ
Ｔ
は
生
態
系
保
全
に

も
貢
献
で
き
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で

合
意
さ
れ
た
「
愛
知
目
標
」
に

は
「
陸
域
お
よ
び
内
陸
水
域
の

少
な
く
と
も

％
、
沿
岸
域
お

よ
び
海
域
の
少
な
く
と
も

％

を
保
全
す
る
」
と
い
っ
た
定
量

的
な
目
標
が
あ
る
が
、
そ
の
測

定
は
難
し
い
。
そ
の
課
題
解
決

に
Ｉ
Ｔ
を
使
え
る
。

　
例
え
ば

反
射
光
の
波
長
の

違
い
を
分
析
す
る

分
光
ス
ペ

ク
ト
ル
を
利
用
し
た
森
林
保
全

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
あ
る
。
上
空

か
ら
で
は
同
じ
緑
に
見
え
る

が
、
分
光
ス
ペ
ク
ト
ル
デ
ー
タ

を
解
析
す
る
と
樹
種
の
違
い
を

見
分
け
ら
れ
る
。
樹
種
の
分
布

を
ま
と
め
た
全
国
の
植
生
図

は
、
人
に
よ
る
調
査
で

年
か

ら

年
が
か
り
で
作
成
す
る
。

Ｉ
Ｔ
に
よ
る
森
林
保
全
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
で
あ
れ
ば
、
短
期
間
で

調
査
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
森
林
価
値
も
見
え
る
化
で

き
る
。
三
菱
総
合
研
究
所
な
ど

と
環
境
省
の
事
業
に
応
募
し
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
森
林
で
実
証

実
験
し
て
い
る
。
衛
星
か
ら
の

画
像
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
木
が

ど
れ
だ
け
の
量
あ
る
か
を
把
握

し
て
森
林
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
固

定
化
を
評
価
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
生
物
多
様
性
に

貢
献
で
き
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
当
社
は
「
社
会
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
事
業
」
に
力
を
入
れ
、
社

会
課
題
の
解
決
に
よ
る
新
た
な

価
値
創
造
を
目
指
し
て
い
る
。

環
境
で
は
気
候
変
動
が
も
た
ら

す
影
響
に
備
え
る
「
適
応
」
策

の
提
供
で
社
会
価
値
を
創
出
で

き
る
。
気
候
変
動
に
よ
っ
て
海

洋
生
態
系
や
生
態
系
サ
ー
ビ
ス

の
損
失
が
進
ん
で
い
る
が
、
社

会
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
通

じ
、
生
態
系
や
生
物
多
様
性
の

保
全
に
貢
献
し
た
い
。

（ ） 【特別企画】 ２０１４年 平成２６年 １１月１９日 水曜日 　　


